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比
叡
山

（標
高
８
４
８
房
）

は
滋
賀
県
大
津
市
と
京
都
府
の

府
県
境
に
そ
び
え
、
比
良
山
系

の
南
に
位
置
す
る
。
山
容
は
、

京
都
市
内
と
滋
賀
県
の
多
く
の

町
か
ら
望
め
る
＝
写
真
０
。
山

日吉大社
Π中堂根本

″̈．”．．凸

ど
′′

頂
部
は
四
明
岳

（京
都
）
と
大

比
叡

（府
県
境
）
の
二
つ
の
嶺

が
あ
り
、
見
る
場
所
に
よ

っ
て

山
姿
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
比
叡
山
と
い
え
ば
天

台
宗
総
本
山
の
延
暦
寺
。
一世
女

１２

　

時
小纂
餡

に̈
最
澄
が
開
き
、
日

本
に
お
け
る
仏
教
の
聖
地
と
さ

れ
て
い
る
。
東
塔
、
西
塔
、
横

川
の
三
つ
の
地
域
に
分
か
れ
、

約
１
０
０
の
建
物
の
総
称
を

「延
暦
寺
」
と
呼
ぶ
。
琵
琶
湖

側
の
麓
に
は
延
暦
寺
の
鎮
守
と

し
て
日
吉
大
社
が
あ
り
、
門
前

町
の
坂
本
は
歴
史
情
緒
あ
ふ
れ

る
町
並
み
が
広
が

っ
て
い
る
。

松
ノ
馬
場
駅

１
２
０
０
年
以
上

の
歴
史
を
も
つ
比
叡

山

へ
は
、
登
山
ル
ー

ト
が

い
く

つ
も

あ

る
。
こ
こ
で
は
千
日

回
峰
行
の
道
で

「無

動
寺
道
」
を
上
り
、

山
頂
の
大
比
叡
の

一

等
三
角
点
を
目
指
す

ル
ー
ト
を
案

内

す

る
。登

山
口
は
、
京
阪

石
山
坂
本
線

「松
ノ

馬
場
駅
」
か
ら
西

へ
、

山
手
に
あ
る
琵
琶
湖

病
院
の
横
を
通
り
抜

け
た
県
道
４７
号
と
の

合
流
点
で
あ
る
＝
写

線
Ｎ①

真
②
。
こ
こ
に
は
比
良
比
叡
ト

レ
イ
ル
の
立
派
な
標
識
が
立

っ

て
い
る
の
で
分
か
り
や
す
い
だ

ろ
う
。

登
山
口
か
ら
は
、
し
ば
ら
く

舗
装
道
を
進
み
車
止
め
を
越
え

１０
分
ほ
ど
歩
く
と
地
道
と
な

る
。
３
体
の
お
地
蔵
さ
ん
が
、

登
山
者
の
安
全
を
見
守

っ
て
い

る
。
こ
こ
で
林
道
か
ら
階
段
道

と
な
り
、
し
ば
し
患
が
荒
く
な

る
場
所
で
あ
る
。

右
手
に
堰
堤
が
見
え
、
針
葉

樹
林
の
静
寂
な
道
を
進
ん
で
い

く
と
、　
一
体
の
お
地
蔵
さ
ん
に

出
合
う
。
こ
こ
か
ら
幅
２
研
ほ

ど
の
緩
や
か
な
階
段
の
道
を
歩

く
と
、

「土
佐
日
記
」
で
知
ら

れ
る
紀
員
之
の
大
き
な
石
碑
が

目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
体
力

に
余
裕
が
あ
れ
ば
紀
貫
之
の
墳

墓
ま
で
約
４０
分
で
着
く
だ
ろ

う
。

道
が
南
西
方
向

へ
向
く
と
、

そ
の
先
に
琵
琶
湖
が
よ
く
見
え

る
「遠
見
山百
に
出
る
。
再
び
、

紀
貫
之
の
石
碑
が
あ
り
、
狭
く

な

っ
た
道
が
ゆ

っ
く
り
と
下
り

気
味
に
続
く
。
い

っ
た
ん
河
原

の
中
の
道
を
歩
き
、
左
側
に
巻

き
な
が
ら
登
る
と
無
動
寺
明
王

堂
に
着
く
。

寺
の
前
か
ら
穴
太
積
み
の
石

垣
を
右
手
に
道
を
回
り
込
み
、

大
杉
を
見
な
が
ら
山
腹
を
巻

く
よ
う
に
進
め
ば
ケ
ー
ブ
ル

延
暦
寺
駅
だ
。
駅
か
ら
左
手

上
方
に
ド
ラ
イ
ブ
ウ

ェ
イ
を

走
る
車
の
音
を
聞
き
な
が
ら
歩

く
と
、
多
く
の
観
光
客
を
魅
了

す
る
根
本
中
堂
の
エ
リ
ア
に
着

く
。道

は
左

へ
東
塔
の
裏
か
ら
続

く
階
段
道
を
抜
け
、
尾
根
に
上

が

っ
て
分
岐
を
右

へ
山
頂
の
大

比
叡

へ
向
か
う
。
５
分
ほ
ど
で

テ
レ
ビ
塔
の
先
、
ヒ
ノ
キ
に
囲

ま
れ
た
山
頂
の

一
等
三
角
点
に

到
着
す
る
＝
写
真
０
。
見
晴
ら

し
は
な
い
が
、
観
光
客
が
い
な

い
静
寂
な
落
ち
着
い
た
場
所

へ

自
分
の
足
で
登

っ
た
喜
び
を
か

み
し
め
た
い
。

下
山
は
、
登

っ
て
き
た
杉
林

の
中
を
下
り
東
塔

へ
出
る
。
そ

こ
か
ら
時
間
が
あ
れ
ば
、
延
暦

寺
の
根
本
中
堂

へ
立
ち
寄
る
の

を
勧
め
る
。
拝
観
を
終
え
た
ら

元

へ
戻
り
、
延
暦
寺
会
館
の
横

を
通
り
、
表
参
道

（本
坂
）
を

下

っ
て
日
吉
大
社
の
鳥
居
横

ヘ

と
下
ろ
う
。
途
中
、
広
い
道
だ

が

一
部
道
が
荒
れ
て
い
る
の

で
、
足
元
に
は
注
意
し
よ
う
。

歩
行
距
離
約
１５
ぎ
、
歩
行
時
間

約
６
時
間
半
。　
　
　
・

（日
本
山
岳
会
京
都

。
滋
賀
支

部
　
浅
原
明
男
）

＝
お
わ
り

京都か
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【アクセス】京阪石山坂本線 「松ノ馬場」
から。 または、マイカーで比叡山鉄道 (坂本

比叡山

ケーブル)のケーブル坂本駅近 くの県道 47号
沿い駐車場からが便利。
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